
主な取組の成果と進捗

（～令和７年度）



分野 取組内容※ 効果 担当課

防災
・
減災

① とちぎ地図情報公開システムの高度化
【重点取組】

県民の早期避難判断の促進
及び防災意識の醸成

技術管理課

② ＩＣＴ活用工事の促進 【重点取組】 建設現場全体の生産性向上 技術管理課

③ 水防に関する情報の自動配信化 【重点取組】 県民の早期避難判断の促進 河川課

⑤ 土砂災害警戒情報システムの高度化
【重点取組】

県民の早期避難判断の促進
及び防災意識の醸成

砂防水資源課

⑥ 河川の3次元点群データ取得と河川点検の
効率化・高度化【重点取組】

損傷した施設の迅速な復旧 河川課

⑦ 災害時における測量の迅速化 【重点取組】 被災した施設の迅速な復旧 河川課

⑧ 道路施設点検の効率化・高度化 【重点取組】 損傷した施設の迅速な復旧 道路保全課

インフラ
メンテ
ナンス

⑩ ダム点検・貯水池管理の効率化・高度化 より確実で安定したダム機能の確保 砂防水資源課

⑪ BIM/CIMの導入推進
県民向け情報発信の充実と
工事現場の安全性向上

技術管理課

デジタル
サービス

⑯ 電子申請システムの利用可能手続きの拡大 県民の申請手続き負担の軽減 関係各課

⑰ 無人自動運転移動サービスの導入検証 県内バス路線の確保・充実 交通政策課

⑱ ＱＲコードを利用した
都市公園情報の発信力強化

公園情報の利便性向上と
魅力発信の強化

都市整備課

⑳ 遠隔臨場の促進 建設現場の働き方改革及び生産性向上 技術管理課

㉑ 建設業許可、
経営事項審査等の電子申請システムの構築

県民の申請手続き負担の軽減 監理課

主な取組の内容とその効果

※ 各取組の番号は、「とちぎインフラDX構想 Ver.1.1」の取組番号を記載しています。 1



①とちぎ地図情報公開システムの高度化【重点取組】

取組による効果

・県民が災害リスク情報や防災情報といった様々な情報を一つのデジタル地図上で確認できるようになるため、早期避難等の

判断が可能となるほか、県民の防災意識の醸成につながる。

とちぎ地図情報公開システム

新ＧＩＳ：とちまるマップ 表示画面現行の各種防災情報

とちぎリアルタイム
雨量河川水位観測情報

栃木県土砂災害警戒情報 とちぎ道路管理情報

・令和７年度に、既に公開している洪水浸水想定区域図などの地図情報に加え、これまで別々のシステムで提供していた雨

量・河川水位観測情報や土砂災害警戒情報などの防災情報を地図上で一元的に閲覧できるよう機能を強化した。
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・R６.4から、発注者指定型の要件拡大(数量要件や簡易型の追加)、成績評定の見直し(２点→３点、減点なし)を実施した。

・発注者主導で施策を推進するため、発注者指定型での発注件数（指定率）の内部目標を定めた。

・R5から、受発注者双方の知識・技術力の向上のため、「とちぎインフラＤＸセミナー」を実施している。

②ＩＣＴ活用工事の促進【重点取組】

取組による効果

・ICT活用工事について、SAランク企業が中心となって積極的に実施した結果、実施件数が着実に増加（ R5：約140件、

R6：約230件）しており、建設現場全体の生産性向上につながっている。
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・出水時に、円滑な水防活動や避難判断ができるよう、水防情報（洪水予報・水位到達情報・水防警報）の関係機関への

配信を自動化するシステムを構築し、令和６年度より運用を開始した。

③水防に関する情報の自動配信化【重点取組】

取組による効果

・国の発表内容のデータ取り込み、送付先の選択等の作業が解消し、避難情報発表の迅速化が図られることにより、

県民の早期避難につながる。 4



・直感的に操作ができるよう、ピンチインアウトや画面スクロール機能等、操作性を向上した。

・必要な情報を迅速に取得できるよう、スマートフォン版への対応や現在地情報の活用等、機能性を向上した。

⑤土砂災害警戒情報システムの高度化【重点取組】

取組による効果

・現況の災害リスクが把握しやすくなったことで、早期避難等の判断材料となるほか、住民の防災意識の向上を促進し、

逃げ遅れによる人的被害ゼロにつながる。

（土砂災害警戒情報システム）

（スマートフォン版 画面構成）
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・徒歩により実施していた堤防点検の一部を、UAVにより実施した。

・UAV点検に関する実技講習会や意見交換会を開催し、更なる効率化・高度化を図った。

⑥河川の3次元点群データ取得と河川点検の効率化・高度化【重点取組】

取組による効果

・UAVを活用した点検を行うことで、河道の状態を俯瞰して把握することができる。

・徒歩で近づくことが困難な場所でも、効率的に点検を行うことができる。

・定期的に河道状況を把握、管理していくことで、よりきめ細やかな対策が図られ県民の安全・安心につながる。

UAV点検の実施状況

UAVを活用した

堤防点検

デジタル技術の活用による効率化 近接が困難な場所で上空から点検 新技術を活用可能な人材の育成

点検者

UAV点検により新たに確認された変状 講師（点検委託業者）による

土木事務所担当者向けUAV点検実技講習会
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⑦ 災害時における測量の迅速化【重点取組】
・被災箇所の現地測量においては、二次災害のリスクや作業効率の低下が懸念されるため、安全性と効率性の両立を図るべく

３次元点群測量を実施した。

・令和６年度の災害復旧おいて、被災箇所の測量を従来測量

と併せて３次元点群測量を試行し、その効果を検証。

〇結果〇取組内容

・従来測量と比べ、現場作業の安全性が向上。

・さらに、現場作業日数が短縮し５日早く設計へ移行。

〇今後の取組

・今後の災害復旧においても３次元点群測量を試行し、測量の迅速化に向け、引き続き検証を実施。

取組による効果

３次元点群測量成果

現 況

設計配置後

被災箇所の様子 現場作業の様子

・３次元点群測量の活用により、災害復旧に必要な図面等を安全かつ迅速に作成し、早期復旧が可能となる。
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・車両に取り付けたスマートフォンで道路を撮影し、画像診断による舗装点検（ひび割れや段差等の損傷状況の確認）を実施

している。

・道路施設の点検において、人が近づきにくい場所や高所等での点検にUAV（ドローン）やタブレットPCを用いた点検を実

施している。

⑧道路施設点検の効率化・高度化【重点取組】

取組による効果

・損傷した施設の迅速な復旧が可能となり、県民の安全・安心につながる。

日常パトロールと併用することで、最新の舗装状況の
把握が可能。

老朽化施設が増加する中、安全かつ効率的な点検が可能。

画像診断による舗装点検 ドローンによる高所点検

撮影状況

AIによる解析結果
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・寺山ダムにおいて、UAV自動航行点検の試験運転を実施した。

・令和７年度は、塩原ダムで自動航行点検の試行運用を実施した。

⑩ダム点検・貯水池管理の効率化・高度化【重点取組】

取組による効果

・高所、貯水池、湖岸の点検巡視が効率化が図られることで、より確実で安定したダム機能が確保され、県民の安全・安心に

つながる。
9



⑪ＢＩＭ／ＣＩＭの導入推進

・測量や調査、詳細設計、施工の各段階で視覚的にわかりやすい３次元モデルを用いて、住民や関係機関との合意形成、数量

計算の効率化及び安全な施工計画の検討等に活用した。
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取組による効果

・３次元モデルを活用することで、県民がよりわかりやすい情報の発信や工事現場での安全性の向上等につながる。
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住民説明会で活用

施工計画の可視化で活用

本県における BIM/CIM 活用業務委託の実績

令和５年度末 試行運用開始

令和６年度 １５ 件

完成形イメージ

数量計算の効率化
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・次の各種申請等の手続きについて、 「栃木県電子申請システム」による手続きを開始した。

✓R６.10～  開発登録簿の写しの交付申請において、電子申請システムを利用した電子申請・電子収納を開始

✓R7. 4～  屋外広告物（車両広告物）の許可申請等において、電子申請システムを利用した電子申請・電子収納を開始

✓R7. 4～  屋外広告業の登録申請において、電子申請システムを利用した電子収納・POSレジ収納を開始（収入証紙併用）

✓R８.  4～  屋外広告業の登録申請において、電子申請システムを利用した電子申請を開始予定

⑯電子申請システムの利用可能手続きの拡大

【開発登録簿写し交付申請】  【屋外広告物許可申請】  【屋外広告業登録申請】

取組による効果

・電子申請システムの利用により来庁せずに申請から手数料納付までが完了でき、申請者の手続きが軽減される。

・特に、県外の申請者においては、収入証紙購入手続きがなくなることにより利便性が向上する。
11



・公共交通を取り巻く環境が厳しさを増す中、国では自動運転サービス車両数を2030年度に１万台に増やすことを目標に掲
げており、本県では、令和２年度から令和５年度に「栃木県ABCプロジェクト」として、県内９箇所において自動運転バス
の実証実験を実施した。

・令和7年度は、下野市内、小山市内、日光市内の３地域において、官民が連携して自動運転バスの実証実験を実施した。

⑰ 無人自動運転移動サービスの導入検証

取組による効果

・本県初のレベル４による自動運転バスの本格運行に向けて、技術的検証が進むとともに、体験試乗会などのイベントを通し
て、自動運転に対する県民の理解が促進された。

①下野地区
【区 間】JR自治医大駅～自治医科大学附属病院
【運行期間】2025/12/15～2026/2/27

②小山地区
【区 間】JR小山駅西口～ハーヴェストウォーク
【運行期間】2025/11/2～2025/11/18

③日光地区
【区 間 ①】赤沼自然情報センター～千手ヶ浜
【運行期間】2025/11/4～2025/11/30
【区 間 ②】中禅寺温泉BT～湯本温泉
【運行期間】2025/10/28、10/31

▲下野市産業祭でのＰＲ ▲ハーヴェストウォークでのＰＲ

▲実験車両（小山）▲実験車両（下野）

▲実験車両（日光）

▲記念乗車券の発行
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・県営都市公園の案内板に、各公園ホームページへアクセスできるQRコードを掲載し、来園者が現地で公園情報に即時アクセ

スできる環境を整備することで、利便性の向上と情報発信力の強化を図る。

・各公園パンフレットにQRコードを掲載し、イベント情報、遊具や施設情報、季節の見どころなどの最新情報を手軽に取得で

きるようにすることで、公園の魅力をより効果的に発信する。

⑱ QRコードを利用した都市公園情報の発信力強化

取組による効果

・県民が公園に関する最新情報へ容易にアクセスできるようになることで、公園の魅力発信が強化され、管理・運営の効率化

につながる。

・また、利用者はいつでも・どこでも必要な情報を取得できる環境が整備され、利便性の向上につながる。

公園HPから下記情報等を発信
◼ 公園ＭＡＰ
◼ 最新情報（イベント情報等）
◼ 利用に係る注意事項
◼ 遊具や運動施設情報
◼ 花情報
◼ 県ＨＰや他公園ＨＰ、
周辺施設ＨＰへのリンク

◼ 公園SNS
日光だいや川公園の案内板

井頭公園の
パンフレット

日光だいや川公園のHP
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・R5年度に栃木県県土整備部建設現場の遠隔臨場（監督）について、全ての工事で実施できるように試行要領を改定した。

・R6年度には、業務委託において遠隔臨場による立会い（検尺等）・完成検査（書類検査）を試行開始した。

⑳遠隔臨場の促進

取組による効果

・移動時間や立会の待ち時間が軽減され、建設現場の働き方改革や生産性の向上につながる。

遠隔臨場の実施状況（発注者）

発注図面

現場映像

【成果】
➢ 複数の現場を担当しており、立会い等の予定が合わない場
合が多いが、遠隔臨場であれば対応可能となり時間の有効
活用ができた。

➢ 車で１時間以上かかる現場もあるため、移動時間の削減が
できたことで、超勤縮減や業務効率化に繋がった。

➢ 遠隔臨場であれば経験豊富な先輩職員にすぐ相談できるた
め、施工業者とのコミュニケーションが円滑に進んだ。

遠隔臨場の実施状況（受注者）

0 5 10 15

効率化されたと感じる

今までと変わらない

余分な作業が増えている…

遠隔臨場を試行して、効率化が図れたと感じるか

【成果】
➢ 移動や待機時間が削減し、計画的な工程管理が可能となった。
➢ 日程調整が円滑化し、スムーズな立会いができたことで、作業
に遅れが生じず助かった。

業務委託（地質調査：検尺）

工事

現場Aの現場臨場後、
車内で現場Bの遠隔臨場

監督員

先輩職員

監督員

現場
代理人

現場カメラ

設計図

監督員
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㉑建設業許可、経営事項審査等の電子申請システムの構築

土木事務所への来所・郵送による手間や書類の印刷など、申請者の手続きの負担軽減を図るため、電子申請システムを導入

した。併せてチェック機能の自動化により、行政の審査の負担軽減を図る。

【システムの概要】

○構築主体：国土交通省（運営：（一財）建設業情報管理センター）

○対象業務：建設業許可申請、変更等の届出、申請資料の閲覧 など

経営事項審査申請

○運用開始：令和５（2023）年１月

○R6年度申請件数：140件（R5年度85件）

JCIP利用者画面
（出典）【申請者向】JCIP操作マニュアル_2.5_20250626r1

取組による効果

・県民の行う申請手続きの手間が軽減される。

・建設業許可等に係る申請者の申請手続きの負担軽減を図るため、電子申請システムを導入した。

15


	スライド 1: 主な取組の成果と進捗
	スライド 2: 主な取組の内容とその効果
	スライド 3: ①とちぎ地図情報公開システムの高度化【重点取組】
	スライド 4: ②ＩＣＴ活用工事の促進【重点取組】
	スライド 5: ③水防に関する情報の自動配信化【重点取組】
	スライド 6: ⑤土砂災害警戒情報システムの高度化【重点取組】
	スライド 7: ⑥河川の3次元点群データ取得と河川点検の効率化・高度化【重点取組】
	スライド 8: ⑦ 災害時における測量の迅速化【重点取組】
	スライド 9: ⑧道路施設点検の効率化・高度化【重点取組】
	スライド 10: ⑩ダム点検・貯水池管理の効率化・高度化【重点取組】
	スライド 11: ⑪ＢＩＭ／ＣＩＭの導入推進
	スライド 12: ⑯電子申請システムの利用可能手続きの拡大
	スライド 13: ⑰ 無人自動運転移動サービスの導入検証
	スライド 14: ⑱ QRコードを利用した都市公園情報の発信力強化
	スライド 15: ⑳遠隔臨場の促進
	スライド 16: ㉑建設業許可、経営事項審査等の電子申請システムの構築

